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研究題目(和文)：  

地中レーダ(GPR)による乾燥地の土壌水分計測 

研究概要(和文)：  

 乾燥地研究センターにおいて、土壌水分を計測する実験を地中レーダ（GPR）を利用して実施し

た。2014 年 5 月に打ち上げが予定される地球観測衛星 ALOS-2（Ｌ-バンド、1.2GHz）を利用した

広域の土壌水分率計測と同期した精密な垂直土壌水分率計測を地中レーダ(GPR)で行うことを想

定し、GPR を利用した CMP 法による土壌水分計測を行った。地下水面が 10m 以上と予想されル地

点と、数 m 以内と予想される 2 つの位置を選定し、それぞれについて CMP 計測を数ｍ毎の離散点

について行った上、20m の測線に添った連続プロファイル計測を行った。また同時に TDR による

水分計測を実施した。  

今回は、砂地での初めての計測であるため、CMP を行うためのアンテナ位置の計測、アンテナの

移動法など、実際の乾燥地で想定される状況をできるだけ再現しながら計測手法の問題点を洗い

出した。  

この結果、20m 程度の地下水の位置では、砂が 3 層に分離して堆積している様子を GPR のプロフ

ァイル計測が明確に検知し、更に CMP 計測からのそれぞれの深度と、各層における水分率を推定

できた。数 m の地下水の位置では、地下水面の深度を直接に捉えることに成功した。  

全体として、砂における地中レーダの電波（中心周波数 500MHz）は浸透性が高く、今後予定して

いるモンゴルでの計測にも有効なことが予想できた。  

 

 


